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　はじめに

2014年 1月 11日と 2019年 12月 15日に大隅

諸島屋久島の一湊沖でネコザメ Heterodontus 

japonicus Miklouho-Maclay and Macleay, 1884（ ネ

コザメ目：ネコザメ科）が撮影された．屋久島で

は長年にわたり魚類相調査が行われており，これ

までに同島周辺からは 1,291種の魚類が記録され

ているが（本村・原崎，2019），ネコザメの分布

記録は報告されていなかった．これらの水中写真

は本種の屋久島からの初めての記録となるためこ

こに報告する．

なお，本報告に用いた水中写真は，鹿児島大

学総合研究博物館の画像データベース（KAUM–

II: Kagoshima University Museum–Ichthyological 

Images）に登録されている．

　結果と考察

Heterodontus japonicus

Miklouho-Maclay and Macleay, 1884

ネコザメ　（Figs. 1, 2）

写真　KAUM–II. 78（Fig. 1），鹿児島県熊毛郡

屋久島町一湊（30°27ʹ45ʺN, 130°29ʹ39ʺE），水深 20 

m，水温 18.8度，2014年 1月 11日，丹治敬子；

KAUM–II. 79（Fig. 2），鹿児島県熊毛郡屋久島町

一湊（30°27ʹ45ʺN, 130°29ʹ39ʺE），水深 20 m，水

温 23.0度，2019年 12月 15日，09:19撮影，原崎

森．

分布　本種は北西太平洋に分布し，日本国内

では北海道から薩摩半島南西岸にかけての日本

海・東シナ海沿岸，瀬戸内海，岩手県から大隅半

島東岸にかけての太平洋沿岸，甑島列島下甑島，

東シナ海大陸棚域，伊豆諸島，小笠原諸島，トカ

ラ列島，および奄美大島からの記録が知られてい

たが（波戸岡ほか，2013；中村・本村，2019），

本研究により屋久島における分布が確認された．

備考　屋久島の一湊沖で撮影された水中写真

の個体（Figs. 1, 2）は，鰓孔が 5対であること，

背鰭が 2基で棘を有すること，臀鰭を有すること，

体に 8条の不明瞭な暗色横帯があること，鼻孔付

近が豚鼻状であること，および眼が頭部の上方に

位置し，眼の背側に強い隆起線があることなどの

特徴が仲谷（2011），波戸岡ほか（2013），および

中村・本村（2019）が報告したネコザメ H. 

japonicusの標徴とよく一致したため，本種と同

定された．なお，2枚の写真は同地点のダイビン

グポイントで撮影されたが，同一個体であるかは

不明である．

第 2著者は 15年以上に渡りスキューバダイビ

ングによる屋久島の魚類相調査を行っているが，

ネコザメが観察されたのは 2014年 1月と 2019年

12月の 2度のみである．本種は大陸沿岸暖温帯

浅海岩礁魚であり（中坊，2013），日本国内では

伊豆半島など中部太平洋沿岸の岩礁域で多く観察

されている一方で（益田・アレン，1987），琉球

列島における本種の分布記録は少ない（中村・本

村，2019）．上述の分布様式から，ネコザメは高
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水温を好まないと思われる．屋久島近海において

は水温の高い春季から秋季にかけては深場に生息

し，水温が 20度前後に下がる冬季になると稀に

ダイビングで観察可能な浅場に出現するものと考

えられる．
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Fig. 1. Underwater photograph of Heterodontus japonicus (KAUM–II. 78, Isso, Yaku-shima island, Osumi Islands, Kagoshima, Japan, 20 m 
depth, 11 Jan. 2014). Photo by K. Tanji.

Fig. 2. Underwater photograph of Heterodontus japonicus (KAUM–II. 79, Isso, Yaku-shima island, Osumi Islands, Kagoshima, Japan, 20 m 
depth, 15 Dec. 2019). Photo by S. Harazaki.
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